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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本企業が自国で培った強みを生かしつつも、国籍を問わず幅広い人材を活用
していくといった意味でのグローバル化を実現するために、企業全体の人的資源のマネジメントを司る人事部門がその
役割と機能をどのように進化させていくのが最も適切かつ望ましいのかについて、日本企業の人的資源管理および人事
部門の歴史的発展段階の分析および海外のグローバル企業の比較分析を含めた調査を行うことによって明らかにしよう
としてきた。本研究成果は、国内外の学会大会で報告されたほか、主要な英文ジャーナルを含む複数の学術雑誌に投稿
され、そのうちの１部はすでに刊行された。

研究成果の概要（英文）：This research project investigated the role of human resource departments in Japan
ese firms that are globalizing their business operations. Especially we focused on how human resource depa
rtments of globalizing Japanese firms can help the firms utilize their human resources distributed globall
y while at the same time maintaining their strengths stemming from Japanese employment practices. Major fi
ndings from this research project have been presented at various international and domestic academic confe
rences and published in major English and Japanese academic journals.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
わが国を取り巻くビジネス環境はグローバ
ルな視野に基づく事業展開を抜きにして語
れない段階に達しているにも関わらず、日本
企業の経営面，とりわけ企業競争力にとって
最も重要な経営資源の１つである人的資源
管理のグローバル化については、克服すべき
課題も多く、道半ばにあると考えられていた。
しかし、欧米を中心とした既存の国際人的資
源管理研究は、日本企業の人事部門のグロー
バル化にとって十分に参考になるものとは
いえなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、日本企業が戦後からバブル期に
かけて競争力の源泉とされてきた日本的人
事管理の優位性をある程度継承しつつも、ボ
ーダーレス社会という新たなビジネスの様
相に合致したかたちで国籍を問わず幅広い
人材を活用していくという意味でのグロー
バル化を実現するために、企業全体の人的資
源のマネジメントを司る人事部門がその役
割と機能をどのように進化させていくのが
最も適切かつ望ましいのかについて明らか
にすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
日本企業の人的資源管理および人事部門の
歴史分析および国際比較調査を中心とした
横断的研究を行った。歴史分析に関しては、
日本企業の人事部門の役割および機能の歴
史的発展段階を、グローバル化という視点を
絡めたかたちで分析し、今後日本企業の人事
部門および人的資源管理の進むべき方向性
を検討した。横断的研究に関しては、ハンガ
リー、中国、ドイツ、ブラジル、ネパール、
インド、インドネシア等を対象に多国籍企業
の人的資源管理に関する調査を行ったほか、
海外で有効とされている人的資源管理施策
の日本企業への適合性の検討、海外派遣駐在
員の組織社会化の理論枠組みの検討、日本に
進出している外資系企業への調査なども実
施した。これらの調査を通じて、日本の多国
籍企業と外資の多国籍企業の人事部門およ
び人的資源管理の相違についての分析を行
った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 日本企業の人事部門の役割および機能
の歴史的発展の理解 
 
日本企業の人事部門の役割および機能の歴
史的発展段階の分析を通じ、日本企業の人的
資源管理が他国と比べても特異な部分が多
い点、そしてそれが日本の特徴と歴史的な発
展を通じた経路依存性によって形成された

点を明らかにした。その特徴の 1 つとして、
日本企業の人事部門は、企業によって程度の
差はあるものの、社内における高い地位と、
相対的に強い人事権を有しており、全社統一
的な人事制度構築を行うのみならず、長期的
かつ全体最適の視点から、とりわけヨコの移
動（配置転換など）を伴う人事において事業
部門に介入し、積極的に個別人事に関与して
いく存在であることを確認した。 
 
(2) 日本企業のグローバル化に伴う人事部
門の役割の方向性 
 
日本企業における人的資源管理の特徴や人
事部門の位置づけの特殊性を鑑みると、今後
の日本企業のグローバル化に伴う国際人的
資源管理においても、人事部門が率先してリ
ーダーシップを発揮していくなどの役割を
担うことの重要性が示唆される。実際、国内
に限っていえば、日本企業の人事部がリーダ
ーシップを発揮することが従業員に好影響
を与えるという研究結果も得られた。一方、
グローバルな人的資源管理の基盤となる組
織化原理や人事管理システムに関しては、高
コンテキスト文化で培われた日本的な組織
化原理や人的資源管理の強みをできる限り
保持していく方向性と、外国人従業員を組織
の中心に包摂していくために、社内規則や意
思決定における曖昧性を除き、マネジメント
の共通言語化を進めたり、外国で有効とされ
ている人事管理を一部取り入れていったり
するなど、人的資源管理や組織化原理の低コ
ンテキスト化を図るという方向性の両者が
考えられることが提示された。 
 
(3) 海外進出日本企業の人的資源管理の特
徴と海外多国籍企業との比較 
 
ハンガリー、中国、ネパール、インドネシア
等に進出している日本企業の人的資源管理
および海外グローバル企業との比較に関す
る調査から、日本が海外拠点において人的資
源管理システムを導入するときに、いかなる
かたちであるいはいかなる度合いで本国の
人的資源管理システムを移植しようとする
のか、同時に、現地で行われている雇用慣行
や人事管理システムとの共存をどう図るの
かなどについて、外国企業と比べても特徴的
な方法があることが明らかになった。例えば、
アメリカ企業の多くが、本国の人的資源管理
システムをパッケージとしてそのまま現地
拠点にインストールするような形で導入し
がちなのに対し、日本企業の多くは、日本で
行われている人的資源管理システムと現地
で行われている慣行とを適度にミックスさ
せながら、そこに本社の経営理念や価値観を
浸透させるような方法をとっていることが
確認された。これは、理念や価値観を海外拠
点に浸透させるうえで一定の効果をもたら
すと同時に、人的資源管理システムの導入プ



ロセスを、経営理念や価値観を熟知している
本社の日本人スタッフに頼る度合いが大き
いなどの課題があることが示唆された。 
 
(4) クロスボーダーM＆A に伴う海外拠点の
組織アイデンティティ 
 
企業のグローバル化には直接投資による海
外拠点設立の他に、現地企業を買収する方法
がある。後者の場合はとりわけ被買収企業に
属する従業員にとっては所属企業の国籍が
変化することから、アイデンティティ問題が
生じる。本研究では、従来はドメスティック
な企業が買収されることによりグローバル
企業の一因となるケースについて、いかなる
形で被買収企業の組織アイデンティティの
変化が起こるのか、その変化を円滑かつグロ
ーバル企業にとって望ましい形に誘導する
ためにいかなる条件が必要なのかを検討し
た。その結果、被買収企業のトップマネジメ
ントの人員構成やトップマネジメントから
社員に向けたアナウンスメントに戦略的な
工夫を行うことが重要であるとの見解を得
た。日本企業の人事部門は、こういったプロ
セスをサポートすることでクロスボーダー
M&A の成功確率を高めることができる可能性
が示唆される。 
 
(5) 人的資源管理のグローバル化に伴うス
タッフィングと人材育成 
 
人的資源管理がグローバル化するに伴い、さ
まざまな国籍、文化的背景をもった従業員が
企業内に増えることになるが、なかでも、複
数の文化や言語に精通するマルチ文化・マル
チ言語従業員の役割が重要となってくると
思われる。本研究では、日本のグローバル企
業において、複数文化・複数言語に精通した
従業員の獲得や、日本人・外国人従業員の国
際間異動を通じた、マルチ文化・マルチ言語
人材の育成効果などについて検討してきた。
その結果として、国内においては長期的視点
からジョブローテーションを通して育成す
る方式が比較的成功してきたのに対し、これ
をグローバルなレベルに拡張し、国際間の異
動を伴う場合や、日本国内で外国人を本社採
用し、海外拠点に派遣するというようなスタ
ッフィングについては種々の課題があるこ
とが認識された。また、複数の文化・言語を
ブリッジする役割を担う人材が直面する課
題や必要なスキルなどの特定も行った。 
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